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代表取締役社長　木﨑　秀臣

設計・開発・製造
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個人にて木崎製作所創業
（株）木崎製作所創立
資本金　200万円
小諸市加増に工場新築
本社・工場移転
商号変更　株式会社キザキと変更
資本金　600万円に増資
金属バットの製造開始
アルマイト工場新設
金属バット製造事業ＳＧ認定工場となる
カーボンスキーポールの製造開始
資本金　1,000 万円に増資
仕上工場新築
三階建工場新築
資本金　1,300 万円に増資
資本金　1,500 万円に増資
トレッキングポールの製造開始
資本金　2,000 万円に増資
槍の製造開始
東京営業所開設
「ISO9001」認証取得 ※スポーツ用品の製造・販売に限る
ステッキの製造開始
トレッキングポールの製造事業 SG認定工場となる
棒状つえ製造事業 SG認定工場となる
国際福祉機器展出展
ウォーキングポールの製造開始
ウォーキングポールの製造事業 SG認定工場となる
代表取締役社長に木﨑秀臣が就任
ウォーキンググリップ特許取得
静電塗装工場新築
視覚障害者用　白状 の製造開始

事 業 内 容

会 社 沿 革

会 社 概 要

弊社は、創業以来五十年、スキーポールのトップメーカーとして時代の変化を先取りし、一貫した経営
理念のもと、品質の向上とお客様の利益を第一として堅実経営に徹し、純国産メーカーとして成長を遂
げてきました。
素材面では、大手アルミメーカーとオリジナルアルミ合金を開発し、独自の製造方法と強度を実現し、
カーボン素材は早期から開発を進め、パイオニア的存在として認知されております。
近年では健康あふれる社会づくりのための、ノルディック・ウォークポールや歩行補助 などにも精力
的に取り組んでおります。
又、精度を求められる陸上競技の槍のセイジング技術や長物テーパーシャフトへの印刷技術、自社開発
の自動組立ライン等、業界では一貫した国内生産が可能な唯一の企業としては他社にないオリジナリ
ティが、弊社の特徴といえます。
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企画・輸入・販売

会社名
本社所在地
創業
資本金
取引銀行

敷地
建物
従業員数
役員

長野県小諸市大字加増上の平 561番地 2
昭和 36年 2月
2,000 万円
上田信用金庫小諸支店
八十二銀行小諸支店
4,567 ㎡
3,280 ㎡
25名
代表取締役社長　木﨑　秀臣
常務取締役　　　長澤　研二郎

金属製バット製造事業
トレッキング用ポール製造事業
棒状つえ製造事業
ウォーキングスポーツ用ポール製造事業

（工場登録番号：10-001）1976年3月25日

（工場登録番号：126-001）2005年3月1日

（工場登録番号：072-007）2005年3月18日

（工場登録番号：132-002）2011年2月10日

「ISO9001」認証取得
スポーツ用品の製造・販売に限る

「私たちは健康あふれる社会作りのために人間力・技術力を磨き
顧客のニ－ズに合わせた商品を作り続けます。」

1961

木﨑光男が木崎製作所創業
スキーポールの製造 1973

金属バットの製造開始

1987
トレッキングポールの製造開始

1970
小諸市加増に工場新築

1989
槍の製造開始

2004
「ISO9001」認証取得

2007
ウォーキングポールの製造開始

2015
静電塗装工場新築

2005
ステッキの製造開始

2012
代表取締役社長に木﨑秀臣が就任 2016

白状製造の開始

1976
カーボンスキーポールの
製造開始

アルミパイプ加工を得意とした企画から製造・品質保証まで
一貫した国内生産体制が備わった製造メーカー企業

品質の向上を全てに優先させる

創

製品安全協会認定工場


